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平成 23 年 3 月期業績見通し並びに特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ 

    

平成 23 年 3月期（平成 22 年 4 月 1日～平成 23年 3 月 31 日）の連結及び個別業績につきましては現

在集計中ですが、決算の概要がまとまりましたので速報値としてお知らせいたしますとともに、前期（平

成 22 年 3 月期）業績と比較して差異が生じる見込みですので下記のとおりお知らせいたします。また、

当期において特別利益及び特別損失の計上が生じる見込みですので、併せてお知らせいたします。 

記 

１．平成 23 年３月期（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日）の業績速報値及び業績の差異 

(1)連結   

                                                （単位：百万円）        

 平成22年3月期実
績

( A ) 4,683 △ 436 △ 431 △ 270

 平成23年3月期実
績見込み

( B ) 4,377 △ 333 △ 387 △ 974

　　増   減   額  　 ( B - A ) △ 306 102 43 △ 704

　　増   減　 率  ( % ) △ 6.6 ― ― ―

当期純利益経常利益営業収益 営業利益

       (2) 個別                                      

 （単位：百万円） 

 平成22年3月期実
績

( A ) 4,652 △ 427 △ 319 △ 211

 平成23年3月期実
績見込み

( B ) 4,330 △ 354 △ 308 △ 883

　　増   減   額  　 ( B - A ) △ 321 73 10 △ 671

　　増   減　 率  ( % ) △ 6.9 ― ― ―

当期純利益経常利益営業収益 営業利益

 

２． 差異が生じた理由 

  (1) 連結業績見込み 

   商品先物取引業界を取り巻く環境は、業界全体の総売買高が前年同期比 7.2％減少するなど引き続き厳



しい状況下にありますが、平成 23 年 3月期における当社の連結業績につきましては、商品先物取引では、

貴金属市場等が好調であったことから受取手数料は前年同期比 2.7％増、売買損益では前年同期の損失計

上から当期では好転して利益を確保するなど概ね堅調でありましたが、外国為替証拠金取引等では、当第

2 四半期以降における円高の進行による急激な為替の変動等不安定な相場環境の影響を受けて受取手数料、

売買損益ともに減額となった結果、営業収益は全体で前年同期比 6.6％（306 百万円）減少の 4,377 百万

円となる見込みであります。また、営業組織の見直し等人員規模の適正化に取り組むなど人件費の抑制等

経費節減に努めたことから営業費用は同 8.0％（409 百万円）減少した結果、営業利益は前年同期（△436

百万円）に比べ 102 百万円改善されて△333 百万円の計上となる見込みであり、また、経常利益は前年同

期（△431 百万円）に比べ 43 百万円改善されて△387 百万円の計上となる見込みであります。 

当期純利益については、下記(2)に記載されている金額を含めて、特別利益合計で 208 百万円、特別損

失合計で 352 百万円を計上し、また、税効果に係る繰延税金資産の取崩しにより法人税等調整額が 428 百

万円引当計上された結果、当期純利益は△974百万円(前年同期は△270百万円)となる見込みであります。 

(2) 特別利益及び特別損失の計上について  

  (ｲ) 特別利益 

    下記(ﾛ)特別損失に関連して、当第４四半期おいて商品先物取引事故の解決に伴い商品取引責任準備金

戻入額61百万円を計上する見込みであり、当第１四半期おいて計上された商品取引責任準備金戻入額102

百万円を併せた合計額 164 百万円から、商品取引責任準備金繰入額との相殺額 9百万円を控除した 155

百万円の商品取引責任準備金戻入額が計上される見込みであります。 

また、個別業績も商品取引責任準備金戻入額を同額計上しております。 

(ﾛ) 特別損失 

         当第４四半期おいて商品先物取引の受託取引に係る訴訟が結審して、当社の負担額が確定したため訴

訟関連損失 61 百万円を計上する見込みであります。この結果当第１四半期おいて計上された訴訟関連損

失 102 百万円と併せて訴訟関連損失を合計で 164 百万円計上する見込みであります。 

なお、上記(ｲ)に記載のとおり特別利益に商品取引責任準備金戻入額として 155 百万円計上する見込み

であります。 

また、個別業績も訴訟関連損失を同額計上しております。 

 (3) 個別業績見込み                                            

     個別業績の対比につきましては、連結業績見込みと概ね同様でありますので、上記連結業績見込みをご

参照ください。 

３．平成 23 年 3 月期の配当予想につきましては、当第 3四半期決算短信時（平成 23 年 2月 14 日）におい

て未定となっておりますが、決定次第発表する予定であります。 

以 上 

 


